
2020年以降の東京オリンピックによる需要増加を踏まえ、訪日外国人観光客の増加が予想されて
いる状況の中、インバウンド 需要に対する満足度の向上と、宿泊者の購入・体験等により農産物の
消費拡大による地域住民の所得向上を実現する。

みのぶ農泊地域連携協議会 〔山梨県身延町〕
みのぶちょう

【実施体制】
山梨県身延町

【採 択 年 度】
令和元年度

【事業実施期間】
令和元～２年度

＜農泊推進事業＞
（１）協議会の体制構築
（２）各コンテンツの開発・磨き上げ

a. 経営コンサルタントによる体験プログラムの開発指導・助言
b.農泊体験プランのインバウンド客向け対応
c.農泊体験プランの試行
（３）情報発信・PR

a.農泊体験プランのPR
b.ローカルガストロノミーの確立・発信

（４）商業施設で売れ残った農産物の活用検討

＜人材活用事業＞
各種専門家による指導・助言

＜施設整備事業＞
迎賓館えびす屋

【取組内容】

【特徴的な取組】

○ ゆば汲み上げ体験等、体験型宿泊プランの開発
○ ローカルガストロノミー✕農泊の情報発信
○ インバウンド富裕層をメインターゲットとした古民家改修
（迎賓館えびす屋）
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みのぶ農泊地域連携協議会
（事業実施主体）

・宗教法人
覚林坊

・企業組合みの
ぶゆばの里

・農業生産法人
株式会社
レクラみのぶ
・企業組合みの
ぶゆばの里
・宗教法人
覚林坊

・各種専門家・宗教法人
覚林坊

・株式会社
鶴林精舎

・(株)鶴林精舎
(事務局)

ゆばを活用したコンテンツ(イメージ)

お寺での農泊体験

迎賓館えびす屋での
農泊体験

インバウンド対応状況（青：対応）
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